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皮膚緑膿菌感染症にたいするKW-1062の 使用経験
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九州大学医学部皮膚科教室

(主任:占 部治邦教授)

皮膚科領域における緑膿菌感染症は稀な疾患である。

とくに原発性のものはきわめて稀であ り,多 くは他の重

篤な疾患や術後の2次 感染としてみられるものである。

今回,わ れわれは緑膿菌感染をともな う皮膚疾患にKW-

1062を 使用し,そ の効 果について検討したので報告す

る。

I. KW-1062に ついて1～3)

KW-1062はFig.1に 示 すようにGentamicin C1aの

6'-Nに メチル基のついた化学構造を有する新しいアミ

ノグ リコシッド系 抗生物質 で ある。KW-1062は 分解

点226～234℃,白 色粉末状で,臭 いおよび味はな く,水

に溶けやす く,メ タノールにきわめて溶けに くく,エ タ

ノール,エ ーテル,ク ロロホルム,ベ ンゼン,酢 酸エチ

ルにはほとんど溶けない物質である。その抗菌スペ クト

ルは広く,グ ラム陽性菌だけでなく緑膿菌,変 形菌,セ

ラシア,肺 炎桿菌などのグラム陰性桿菌にも強い抗菌力

を持ち,し かもその毒性はGentamicinよ り弱 く,と く

に第8脳 神経や腎臓にたいする影響の少ない ことが見出

されている。

II. 対 象ならびに検討方法

1. 投与 対象

九州大学および福岡大学病院皮膚科の入院ならびに外

来患者で,緑 膿菌感染を合併した各種の皮膚疾患例に投

与した。投与症例の原疾患は,重 症熱傷2例,尋 常性天

疱瘡,菌 状息肉症,皮 膚有棘細胞癌術後,抜 爪術後の各

1例 の計6例 である。いずれも病変部の細菌培養で緑膿

菌を検出しえた症例である。

2. 投与法ならびに効果判定

KW-1062の 投与法は入院 患者では40mgの 筋注を

朝夕の2回 おこない,外 来患者では60mgの 筋 注を1日

1回 お こなった。

今回の治療対象がいずれも続発性緑膿菌感染症であ り,

KW-1062の 原疾患にたいす る直接の効果は期待できな

いため,効 果判定は病変部からの菌の消失の有無により

決定した。すなわち,菌 の消失したものを有効 とし,菌

がKW-1062の 投与にかかわらず消失しないものを無効

とした。分離株にたいするMICは1例 で測定 しただけ

である。

III. 使 用 成 績

全症例の使用成績はTable 1に 示す とお りであ り,6

例 のうち,3例 に細菌学的効果がみとめられた。すなわ

ち,重 症熱傷2例 と抜爪術後の2次 感染の1例 である。

他の3例 ではいずれも効果がみ とめられなかった。有効

例3例 の うち,症 例1は40%の3度 熱傷の患者で,創 面

に緑膿菌感染を合併したものであるが,KW-1062の 筋

注4日 間で創面の緑色膿が減少するとともに緑膿菌も検

出されな くなった。その代 りにSerratiaが 検出される

ようになった。このSerratiaはKW-1062を ひ きつづ

き10日 間使用したが消失 しなか った。 症例2は60 %

の3度 熱傷で,創 面から緑膿菌が検出されるとともに発

熱をみとめたが,KW-1062使 用2日 日から解熱し,4

日目には創面か ら緑膿菌は検出されな くなった。しかし,

Serratiaが 検 出されるようになり,さ らに全身状態が

悪化し,死 の転帰をとった。症例6は 右拇指爪の変形が

高度のため,抜 爪術をおこなった例で,そ の後に緑膿菌

感染をきたしたため,KW-1062を 投与した。なお投与

前に病巣から分離した緑膿菌にたいす るKW-1062の

MICは6.25 μg/mlで あ った。 投与3日 目には病巣か

ら緑膿菌は検 出されなくなったが,変 形菌が検出される

ようになった。しかし,KW-1062の 投与とリンデロン

VG軟 膏の局所使用により治癒 した。

無効例3例 のうち,症 例3と4は いずれもKW-1062

の使用にもかかわ らず緑膿菌の消失はみられず,原 疾患

の悪化により死の転帰をとった。症例5は11日 間 の投与

にもかかわ らず,依 然として緑膿菌が検出され,全 身投

与は無効であったが,局 所投与にきりかえた ところ治癒

した(Table 1)。

*現 在:福 岡大学医学部皮膚科教室

Fig. 1 Chemical structure of KW-1062

C20 H41 N5 O7 : 463.58 
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IV. 副 作 用

KW4062の 使用前後の臨床検査成績を5例 について

検討した結果はTable 2に 示す とお りである。いず れ

の症例においても正常範囲内の変動を示 したにすぎなか

った。なお,症 例4の 白血球減少は原疾患の悪化による

ものと考えられる。また自覚的な副作用は全例において

みとめられなかった(Table 2)。

V. 考 え

皮膚科領域における原発性緑膿菌感染症は稀な疾患で

あり,多 くは熱傷や悪性腫瘍などの病巣に2次 感染とし

てみられ るものである。とくに3度 熱傷の創面では壊死

組織の融解時に感染を起しやすい。われわれの症例も6

例の うち2例 が熱傷であった。緑膿菌感染を合併した熱

傷創面の治療は局所的には種々の抗生物質の撒布などが

一般に行なわれ,と くにサルファマイロンの局所使用が

優れているとされている。全身的にはCBPC, SBPCの

大 量投与やColistin, Polymyxin B, Gentamicinな ど

の投与が行なわれているが,か ならずしも全例には有効

とはいいがたい。またアミノグリコシッド系やポリペプ

タイド系の抗生物質は副作用が強 く,使 用に耐えがたい

場合も多くある。 このようなことから,緑 膿菌に有効

で,か つ副作用の少ない抗菌剤の開発が望まれていた。

ここにKW-1062が 新 たに登場したのであるが,本 剤は

アミノグ リコシッド系抗生物質であるにもかかわらず,

在来のGentamicinな どに比し,腎 毒性が低く,抗 菌ス

ペクトルも広く,グ ラム陽性菌だけでな くグラム陰性菌

にも優れた抗菌力を示すとされている。

今回,わ れわれがKW-1062の 使用対象とした緑膿菌

にたいし,Mlcは0.39～1.56 μg/mlで あ り,臨 床分

離株では,そ の約70%でMICが6.25 μg/ml以 下で

あるとされている。われわれの分離した株でMICを 測

定しえたものはわずか1株 にすぎず,そ の値は6.25 μg/

mlで あ り,か ならずしも低いものではないが,1日60

mg筋 注で,創 面からの菌の消失をみている。

無効例においては,症 例3と4は 宿主側が原疾患の末

期状態のため,種 々の悪条件が重なり,KW-1062の 効

Table 1 Bacteriological effects of KW-1062 to secondary 

Pseudomonas infection 

Table 2 Laboratory findiRgs 
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果が発揮されえなかったものと考える。

以上のように,KW-1062は 副作用が少なく,確 かに

使いやすい薬剤であるが,Gentamicinと 類似の構造で

あるため,そ の抗菌スペク トルはほぼ同一であ り,耐 性

菌もほぼ同一に生ずる可能性がある。この点を解決する

ため,さ らに投与量や投与法について検討することが必

要であろう。

VI. む す び

新アミノグ リコシッド系抗生物質KW-1062を 皮膚緑

膿菌感染症6例 に使用し,3例 において,創 面か ら菌の

消失とい う細菌学的効果をえた。副作用は自覚的にも臨

床検査上にも認めなかった。
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CLINICAL EXPERIENCE WITH KW-1062 IN 

SECONDARY PSEUDOMONAS INFECTION 

OF THE SKIN

YOSHINORI SUENAGA, MASAAKI TAKEISHI and HARUKUNI URABE 

Department of Dermatology, Faculty of Medicine, Kyushu University

A new antibiotic, KW-1062 was administrated intramuscularly to 6 cases of secondary Pseudomonas 
infection of the skin. The results were bacteriologically effective in 3 cases with 12 severe burns 
and postoperative infection of onychia out of 6 cases. No side effects were observed both in subjective 
symptoms and in laboratory findings.


